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 １ 生乳の品質管理  
体
細
胞
数
や
生
菌
が
多
い
と
体
細
胞

数
の
高
い
牛
は
、
実
乳
量
の
低
下
、
乳
房

炎
に
よ
る
生
乳
廃
棄
、
搾
乳
作
業
の
効
率

が
低
下
す
る
な
ど
、
最
終
段
階
で
乳
質
乳

価
制
度
の
格
付
け
の
ラ
ン
ク
が
下
が
る

こ
と
と
な
り
、
経
営
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
（
表
１
）
。  

な
に
が
体
細
胞
数
を
高
め
る
の
か
、
乳

房
炎
の
原
因
と
な
る
の
か
、
を
把
握
す
る

こ
と
は
、
一
見
容
易
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
要
因
は
多
様
で
、
根
本
と
な
る
原
因

を
特
定
で
き
ず
に
、
改
善
成
果
が
さ
ほ
ど

上
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 乳

質
改
善
の
た
め
、
搾
乳
技
術
・
搾
乳

機
器
の
保
守
管
理
・
牛
舎
環
境
管
理
・
栄

養
管
理
技
術
等
は
、
す
で
に
数
多
く
の
提

案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
確

実
に
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
農
場
に
お

け
る
具
体
的
な
乳
房
炎
発
生
要
因
の
把

握
が
出
発
点
と
な
り
ま
す
。  ２ 

乳
房
炎
発
生
要
因
の
把
握 発

生
要
因
を
把
握
す
る
ポ
イ
ン
ト
は

主
に
次
の
二
つ
で
す
。 ① 

農
場
デ
ー
タ
の
分
析 ■

い
つ
、
ど
の
牛
（
分
房
）
に
な
に
が

（
原
因
菌
）
感
染
し
た
の
か
を
把
握
す
る  

バ
ル
ク
乳
成
績 牛

群
全
体
の
体
細
胞
数
の
推
移
と

変
動
パ
タ
ー
ン  

乳
検
成
績 牛

群
リ
ニ
ア
ス
コ
ア
、
個
体
牛
の
体

細
胞
数
の
推
移
と
変
動
パ
タ
ー
ン
、
そ

の
他
の
飼
養
管
理
デ
ー
タ  

細
菌
検
査
成
績 バ

ル
ク
乳
、
分
房
乳 ② 

現
場
の
状
況
把
握 ■

な
ぜ
、
感
染
し
た
の
か
を
把
握
す
る  

牛
舎
内
外
の
飼
養
環
境
、
搾
乳
環

境  

乳
牛
の
状
態
と
飼
料
給
与
状
況  

乳
頭
、
牛
体
の
汚
れ
、
ボ
デ
ィ
コ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ョ
ン  

搾
乳
シ
ス
テ
ム
の
状
態  

搾
乳
手
順
・
技
術
の
現
状  

原
因
菌
の
種
類
、
牛
群
の
感
染
程
度
の

把
握
と
、
乳
牛
、
環
境
、
搾
乳
シ
ス
テ

ム
、
搾
乳
方
法
の
現
状
評
価
に
よ
っ
て

改
善
対
策
の
内
容
は
、
具
体
化
さ
れ
ま

す
（
表
２
）
。  ３ 

正
し
い
洗
浄
法
で
生
菌
数
を
低
減

さ
せ
る  

生
菌
数
を
１
万
／
ｍ
ｌ
以
下
に
低
く

抑
え
る
に
は
、
次
の
項
目
を
再
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。 ① 

洗
剤
を
正
し
く
計
量
（
自
動
洗
浄
の

場
合
は
洗
剤
量
を
確
認
す
る
）
。 ② 

洗
剤
の
役
割
を
正
し
く
理
解
す
る
。

洗
浄
不
良
と
な
り
や
す
い
部
分
（
ク

ロ
ー
な
ど
）
や
バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー

は
分
解
手
洗
浄
す
る
。 

③ 

殺
菌
剤
は
正
し
い
濃
度
に
希
釈
す
る

（
６
％
溶
液
で
３
０
０
倍
）
。 ④ 

殺
菌
液
と
の
接
触
時
間
は
３
分
以

上
。 ⑤ 

洗
浄
温
度
は
６
０
～
８
０
℃
、
排
水

時
で
４
０
℃
以
上
あ
る
か
。 ⑥ 

ミ
ル
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
を
毎
日
交
換
す

る
。 ⑦ 

排
水
口
コ
ッ
ク
部
分
は
、
毎
回
分
解

洗
浄
。 ⑧ 

密
閉
式
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
内
部
を

覗
い
て
み
る
（
マ
ン
ホ
ー
ル
の
パ
ッ

キ
ン
、
撹
拌
機
、
タ
ン
ク
の
底
、
排
水

口
な
ど
の
汚
れ
が
な
い
か
）
。 ⑨ 

ミ
ル
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
は
毎
回
交
換
。 ⑩ 

自
記
温
度
計
の
確
認
を
。 以

上
の
点
に
留
意
し
、
生
菌
数
１
万
／
ｍ

ｌ
以
下
を
持
続
さ
せ
ま
し
ょ
う  

体細胞数 損失乳量

(千個） （kg）
5 2.0 0.00

100 3.0 0.68

200 4.0 1.36

400 5.0 2.05

800 6.0 2.73

1,600 7.0 3.41

3,200 8.0 4.09

全農セミナー資料より

リニアスコア

表1　体細胞数の増加に伴う乳量の損失(kg/日）

原因菌 感染経路

無乳性レン
サ球菌

黄色ブドウ
球菌

乳汁中に牛
から牛、分
房から分房
へと乳汁を
介して伝染

表2　乳房炎原因菌の侵入経路とその特徴

感染牛は最後に搾乳するか淘汰する

特 徴

表皮ブドウ
球菌

環境性レン
サ球菌

大腸菌群

体細胞数は一時的に上がり、すぐに下がることが多
い
治療で対処するより、周辺環境や搾乳システムの改
善を先決させる

抗生物質で治療できるが慢性のものは廃用した方がよい

体細胞数は高い

乾乳軟膏、ディッピングで抑制
高い体細胞数が持続する
慢性化しやすい
乳頭の損傷や凍傷により感染が高まる

周辺環境に
存在する菌
が乳頭口か
ら侵入する

乳
質
を
向
上
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト 


